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研究成果の概要（和文）： 本研究は、植民地時代に日本人研究者が朝鮮半島で撮影した古蹟関係写真を集成し、その
歴史的意義を明らかにすることを目的にした。その結果、朝鮮古蹟調査事業において、写真撮影者がどのような役割を
果たしたのかを明らかにした。また、焼付写真のサイズと、同じ被写体を撮影した写真の比較検討を通して、写真の撮
影者と撮影時期が推定できることを示した。さらに金冠塚に関係する写真の検討をおこない、古墳の発見から報告書刊
行にいたるまでの経緯を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：    This study program aimed to gather and analyze the photographs of Korean herit
age in Colonial Era for examining the historical significance of them, and I got the following results.  (
1) I revealed that the photographers had the important role in the excavation and research of Korean ancie
nt heritage in colonial Korea.  (2) I was able to guess who and when took the photographs of Korean ancien
t heritage by analyzing these size and comparing some photographs taken by several times.  (3) As the resu
lt of the examining the photographs of Kumgwang-Chong mounded tomb taken from 1920 to 1924, I revealed tha
t the process of researching the articles found from this tomb for publishing the excavation report.
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１．研究開始当初の背景 
植民地朝鮮における考古学研究において、

写真は、フィールドワークの記録手段として
大きな役割を果たした。また『朝鮮古蹟図譜』
に代表されるように、当時の写真は現在の朝
鮮半島における考古学研究にとっても貴重
な資料である。その一方で、写真のもつ象徴
性に注目し、これらの写真が朝鮮総督府の文
化政策の宣伝に利用された、との批判もある。
しかし、これまでの研究の最大の問題点は、
そうした写真が、いつ・どこで・誰によって・
どのような目的で撮影されたのか、という基
礎的な情報を十分に解明しないままに、さま
ざまな分析が行われてきたことである。こう
した問題を解決するためには、当時撮影され
た写真、およびそれに関わるさまざまな情報
を集成すると共に、写真からどのようにして、
どのような情報を引き出すことができるの
かについて基礎的な検討が必要であると考
えられた。 
 
２．研究の目的 
上記のような現状認識に基づき、本研究で
は、植民地時代に日本人研究者が朝鮮半島で
撮影した古蹟関係写真を集成し、その歴史的
な意義を明らかにすることを目的とした。具
体的には、朝鮮古蹟調査事業に関わる写真資
料を幅広く集成し、関連資料の参照や、同じ
対象物を撮影した写真を比較検討すること
により、写真がいつ・どこで・どのような目
的で撮影したかを明らかにすることを目指
した。さらに、当時の植民地社会において、
写真がどのように利用されたのかを検討す
ることを通して、植民地朝鮮における考古学
調査において写真が果たした役割を、批判的
に再検討することを目標とした。 
 
３．研究の方法 
（１）朝鮮古蹟調査関連報告書に掲載された
写真の集成および検討 
朝鮮古蹟調査に関連する報告書には、図版

目次や写真のキャプションなどに、撮影者名
が記載されている場合が少なくない。また、
本文中に撮影者についての記述がなされて
いる場合もある。報告書に示されている写真
を、その撮影者に関する情報とリンクさせな
がら集成作業をおこない、どのような人物が
古蹟関連写真を撮影したのか、通時的に検討
をおこなう。 
 
（２）京都大学考古学研究室所蔵朝鮮古蹟調
査関連写真の整理 
京都大学考古学研究室には、朝鮮古蹟調査

事業に関連する写真および関連資料が所蔵
されている。それらの資料の整理をおこない、
大韓民国立中央博物館所蔵ガラス乾板目録
や、東洋文庫の梅原考古資料に含まれる写真
資料との比較検討を通して、写真がいつ・誰
が・どのような目的で撮影したものであるか
を検討する。今回は、1918 年に濱田耕作・梅

原末治が慶州を訪問した時に入手した写真
と、1921 年に発見された金冠塚に関連する写
真の整理をおこなった。 
 

（３）慶州古蹟関連写真の検討 
 慶州の古蹟に関する写真は、朝鮮総督府古
蹟調査関連の調査に伴い撮影されたものよ
りも、むしろ、絵葉書や観光ガイドに掲載さ
れたものの方が多い。これらの写真を集成し、
同じ対象物を撮影した写真同士の比較検討
や、絵葉書の型式学的検討を通して、各写真
の撮影時期を検討する。また、写真が掲載さ
れた慶州関連の出版物を集成し、その刊行状
況の変遷を検討することにより、慶州古蹟を
撮影した写真のもつ歴史的意味を検討する。 
 
４ 研究成果 
（１）朝鮮古蹟調査関連報告書に掲載された
写真の集成および検討 
 朝鮮古蹟調査事業が開始された 1910 年代
においては、関野貞と共に、谷井済一や澤俊
一が、写真撮影に大きな役割を果たした。谷
井は、1914 年には関野のかわりに調査を主導
し、1916 年には朝鮮総督府博物館の事務嘱託
となった。さらに 1917 年には古蹟調査委員
となり、1921 年に職を辞するまで、朝鮮古蹟
調査事業において、現地の実質的な責任者と
なった。また澤は、1916 年に博物館の嘱託と
なり、敗戦を迎えるまで古蹟調査事業に関わ
り続けた。彼らは、多くの調査に同行し経験
を積む中で、写真撮影以外の役割を果たすよ
うになったのである。 
1920 年代以降は、発掘調査の担当者が現場

の写真を撮影することが多くなった。このこ
とは、日本内地において考古学的研究に関わ
る人々の間で、自ら現場の状況を写真で撮影
する技術が習得されていったことを示して
いる。しかし、澤をはじめとする写真技師は、
遺物の写真撮影においてその能力を発揮し
た。その背景には、朝鮮総督府としての発掘
調査が困難になる一方で、各地で横行した古
墳の盗掘により出土した遺物を入手した
人々の収蔵品を撮影・記録することが、当時
の研究の進展上、必要不可欠であった、とい
う事情もあった。 
また、各地で写真館を経営する技師たちが、

写真撮影・現像などに少なからずの役割を果
たしたことを明らかにした。まず、朝鮮古蹟
調査事業の初期においては、ソウルにおける
代表的な写真館である村上写真館が、撮影・
現像・焼付に関わっていたことを指摘した。
また、慶州・東洋軒写真館は、朝鮮総督府博
物館慶州分館のすぐ横に店を構えており、慶
州での古蹟調査の現場や遺物の撮影・現像・
焼付の業務をおこなっていた。そうした調査
とは別に、東洋軒写真館では慶州古蹟の写真
撮影を続けており、その写真は、写真集・絵
葉書・観光ガイド・論文などさまざまな印刷
物にしばしば用いられた。 
 



（２）京都大学考古学研究室所蔵朝鮮古蹟調
査関連写真の整理 
 1918 年に濱田耕作・梅原末治がはじめて朝
鮮古蹟調査事業に参加した時に京都大学に
もたらされた写真 110 枚を検討した結果、印
画紙および写真面のサイズの違い・撮影技
術・絵葉書などへの転用の有無を基準として、
濱田・梅原が撮影した写真と、東洋軒写真館
から購入した写真からなることを明らかに
した。前者の写真は、1918 年の慶州の様子を
示す資料として用いることができる。例えば、
1918 年段階における、仏国寺の解体修理の進
行状況や、解体修理後の石窟庵の仏像の状況
をうかがい知ることができる。後者の写真は、
1918 年以前の慶州の様子を示す資料であり、
解体修理など、慶州古蹟の「観光化」が進む
以前の様子が撮影されている点が重要であ
る。また、これらの写真を基準として、同じ
写真が転用された絵葉書印刷時期の１点を、
1918 年に押さえることができることを指摘
した。 
 1921 年に発見され、濱田・梅原が中心とな
って報告書の作成がおこなわれた金冠塚関
連写真は、検討の結果、①金冠塚および周辺
の古墳を撮影した写真、②金冠塚発見直後に
出土遺物を撮影した写真、③遺物の整理過程
で撮影された写真、に区分されることが明ら
かになった。このうち①と②の写真は、印画
紙および写真面のサイズが同じであり、同一
のカメラ（そして恐らくは同一の撮影者）に
よって撮影された可能性が高いと考えた。ま
た、③に含まれる写真のサイズはほぼ揃って
いるが、重要な遺物の撮影には大判ガラス乾
板が用いられている。そして、これらの写真
を、国立中央博物館所蔵ガラス乾板目録や、
東洋文庫の梅原考古資料所蔵写真と比較検
討することにより、写真を撮影してから報告
書図版を編集するまでの具体的な過程を復
元することができた。 
 
（３）慶州古蹟関連写真の検討 
 慶州の古蹟を撮影した写真を、朝鮮古蹟調
査事業関連の写真だけではなく、慶州関連書
籍や絵葉書、観光パンフレットに用いられた
写真まで含めて集成し、比較検討をおこなっ
た。その結果、絵葉書や慶州関連書籍に用い
られた写真の多くは、1910 年代以降に東洋軒
写真館によって撮影されたものであること
が推定された。また、これらの写真の撮影順
序を検討することにより、写真に写された情
報を通して、慶州の古蹟が整備されていく状
況が復元されることを示すことができた。 
さらに、慶州の古蹟に関する印刷物の刊行

状況を整理した結果、以下のような見通し得
ることができた。まず 1910 年代は、日本人
による慶州古蹟に対する概説が執筆される
と共に、それらの古蹟地を観光地として活用
するための印刷物が観光されはじめる時期
であった。中でも、東洋軒写真館が撮影した
写真は、既にこの時期に写真集・絵葉書を製

作・販売するために用いられていた。1920 年
代に入ると、慶州古蹟保存会が財団化され、
朝鮮総督府博物館慶州分館が開館されるこ
とを契機として、『新羅旧都慶州古蹟図彙』・
『新羅旧都慶州古蹟案内』・『慶州古蹟案内』
などの本格的な写真集・観光ガイド・観光用
地図が製作されはじめた。こうした観光用の
刊行物は、1930 年代に入っても、増訂されな
がら版を重ねた。また、慶州古蹟保存会以外
の業者により、さまざまな写真集・絵葉書・
観光地図が作製・販売された。このような印
刷物の刊行状況の変化は、慶州の観光地化と、
それをめぐる社会状況の変化を反映してい
るものと思われる。 
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